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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年9月11日(2008.9.11)

【公表番号】特表2004-522736(P2004-522736A)
【公表日】平成16年7月29日(2004.7.29)
【年通号数】公開・登録公報2004-029
【出願番号】特願2002-557414(P2002-557414)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  39/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/76     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/29     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  39/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/245    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  39/00    　　　Ｇ
   Ａ６１Ｋ  39/00    　　　Ｚ
   Ａ６１Ｋ  35/76    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/29    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  39/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/02    ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ  14/245   　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成20年7月7日(2008.7.7)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＲＮＡ-ファージのウイルス様粒子であるコア粒子（i）と、少なくとも１つの第１の付
着部位を含んでなるオーガナイザー（ii）が、少なくとも１つの共有結合によって結合し
ている非天然分子骨格（ａ）と、
　少なくとも１つの第２の付着部位を有する抗原又は抗原決定基であって、前記抗原又は
抗原決定基がアミロイドベータペプチド（Ａβ1-４２）又はその断片であり、前記第２の
付着部位が、前記抗原又は抗原決定基により天然に発生しない付着部位（i）と前記抗原
又は抗原決定基により天然に発生する付着部位（ii）から成る群より選択される少なくと
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も１つの第２の付着部位を有する抗原又は抗原決定基（ｂ）
を含んでなる組成物であって、
前記第２の付着部位が、前記第１の付着部位に少なくとも１つの非ペプチド結合を介して
連結することが可能であり、
前記抗原又は抗原決定基と前記骨格が、前記連結を介して相互作用して規則正しく繰り返
された抗原アレイを形成する組成物。
【請求項２】
　前記連結が、少なくとも１つの共有非ペプチド結合を介する請求項１の組成物。
【請求項３】
　前記ウィルス様粒子が組換えウイルス様粒子である請求項１の組成物。
【請求項４】
　前記オーガナイザーがポリペプチド又はその残基であり、前記第２の付着部位がポリペ
プチド又はその残基である請求項１の組成物。
【請求項５】
　前記ウイルス様粒子が、ＲＮＡ-ファージの組換えタンパク質又はその断片を含んでな
るか、あるいは本質的にそれから成る請求項１の組成物。
【請求項６】
　前記ＲＮＡ-ファージが
ａ）バクテリオファージＱβ、
ｂ）バクテリオファージＲ１７、
ｃ）バクテリオファージｆｒ、
ｄ）バクテリオファージＧＡ、
ｅ）バクテリオファージＳＰ、
ｆ）バクテリオファージＭＳ２、
ｇ）バクテリオファージＭ１１、
ｈ）バクテリオファージＭＸ１、
ｉ）バクテリオファージＮＬ９５、
ｋ）バクテリオファージｆ２、及び
ｌ）バクテリオファージＰＰ７
から成る群から選択される請求項５の組成物。
【請求項７】
　前記ＲＮＡ-ファージのウイルス様粒子が配列番号１５９のアミノ酸配列を含んでなる
か、あるいは本質的にそれから成るバクテリオファージＱβのウイルス様粒子である請求
項１の組成物。
【請求項８】
　前記第２の付着部位が、抗原又は抗原決定基内で天然に発生しない請求項５又は６の組
成物。
【請求項９】
　前記組成物がアミノ酸リンカーを含む請求項８の組成物。
【請求項１０】
　前記アミノ酸リンカーが、少なくとも１つの共有結合を介して前記抗原又は抗原決定基
と結合する請求項９の組成物。
【請求項１１】
　前記共有結合がペプチド結合である請求項１０の組成物。
【請求項１２】
　前記アミノ酸リンカーが第２の付着部位を含むか、あるいは本質的にそれから成る請求
項９の組成物。
【請求項１３】
　前記アミノ酸リンカーがスルフヒドリル基を含む請求項１２の組成物。
【請求項１４】
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　前記アミノ酸リンカーがシステイン残基を含む請求項１２の組成物。
【請求項１５】
　前記アミノ酸リンカーが、
　（ａ）ＣＧＧ、
　（ｂ）Ｎ末端ガンマ１-リンカー、
　（ｃ）Ｎ末端ガンマ３-リンカー、
　（ｄ）Ｉｇヒンジ領域、
　（ｅ）Ｎ末端グリシンリンカー、
　（ｆ）ｎ＝０-１２及びｋ＝０-５である(Ｇ)ｋＣ(Ｇ)ｎ、
　（ｇ）Ｎ末端グリシン-セリンリンカー、
　（ｈ）ｎ＝０-３、ｋ＝０-５、ｍ＝０-１０、ｌ＝０-２である(Ｇ)ｋＣ(Ｇ)ｍ(Ｓ)ｌ(
ＧＧＧＧＳ)ｎ、
　（ｉ）ＧＧＣ、
　（ｋ）ＧＧＣ-ＮＨ２、
　（ｌ）Ｃ末端ガンマ１-リンカー、
　（ｍ）Ｃ末端ガンマ３-リンカー、
　（ｎ）Ｃ末端グリシンリンカー、
　（ｏ）ｎ＝０-１２及びｋ＝０-５である(Ｇ)ｎＣ(Ｇ)ｋ、
　（ｐ）Ｃ末端グリシン-セリンリンカー、
　（ｑ）ｎ＝０-３、ｋ＝０-５、ｍ＝０-１０、ｌ＝０-２、及びｏ＝０-８である(Ｇ)ｍ(
Ｓ)ｌ(ＧＧＧＧＳ)ｎ(Ｇ)ｏＣ(Ｇ)ｋ
から成る群から選択される請求項１２の組成物。
【請求項１６】
　前記第１の付着部位がアミノ基を含むか又はアミノ基であり、前記第２の付着部位がス
ルフヒドリル基を含むか又はスルフヒドリル基である請求項１の組成物。
【請求項１７】
　前記第１の付着部位がリジン残基を含むか又はリジン残基であり、前記第２の付着部位
がシステイン残基を含むか又はシステイン残基である請求項１の組成物。
【請求項１８】
　前記アミロイドベータペプチド（Ａβ1-42 ）又はその断片が、
ａ）Ａβ１-１５、
ｂ）Ａβ１-２７、
ｃ）Ａβ１-４０、
ｄ）Ａβ１-４２、
ｅ）Ａβ３３-４０、及び
ｅ）Ａβ３３-４２
から成る群より選択される請求項１の組成物。
【請求項１９】
　ヘテロ二価機能性架橋剤をさらに含む請求項１又は１８の組成物。
【請求項２０】
　前記ヘテロ二価機能性架橋剤が
ａ）ＳＭＰＨ、
ｂ）Ｓｕｌｆｏ-ＭＢＳ、及び
ｃ）Ｓｕｌｆｏ-ＧＭＢＳ
から成る群より選択される請求項１９の組成物。
【請求項２１】
　前記第２の付着部位を有する前記アミロイドベータペプチド（Ａβ1-42）又はその断片
が、
ａ）ＤＡＥＦＲＨＤＳＧＹＥＶＨＨＱＧＧＣのアミノ酸配列、
ｂ）ＣＧＨＧＮＫＳＧＬＭＶＧＧＶＶＩＡのアミノ酸配列、及び
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ｃ）ＤＡＥＦＲＨＤＳＧＹＥＶＨＨＱＫＬＶＦＦＡＥＤＶＧＳＮＧＧＣのアミノ酸配列
から成る群から選択されるアミノ酸配列を有する請求項１の組成物。
【請求項２２】
　前記第１の付着部位がアミノ基を含むか又はアミノ基であり、前記第２の付着部位がス
ルフヒドリル基を含むか又はスルフヒドリル基である請求項１８の組成物。
【請求項２３】
　前記第１の付着部位がリジン残基を含むか又はリジン残基であり、前記第２の付着部位
がシステイン残基を含むか又はシステイン残基である請求項１８の組成物。
【請求項２４】
　前記第２の付着部位が前記抗原又は抗原決定基内では天然に発生しない請求項１８の組
成物。
【請求項２５】
　前記組成物がアミノ酸リンカーを含む請求項２４の組成物。
【請求項２６】
　前記アミノ酸リンカーが少なくとも１つの共有結合を介して前記抗原又は抗原決定基と
結合する請求項２５の組成物。
【請求項２７】
　前記共有結合がペプチド結合である請求項２６の組成物。
【請求項２８】
　前記アミノ酸リンカーが、前記第２の付着部位を含むか、あるいはそれから成る請求項
２５の組成物。
【請求項２９】
　前記アミノ酸リンカーがスルフヒドリル基を含む請求項２８の組成物。
【請求項３０】
　前記アミノ酸リンカーがシステイン残基を含む請求項２８の組成物。
【請求項３１】
　前記アミノ酸リンカーが、
（ａ）ＣＧＧ、
（ｂ）Ｎ末端ガンマ１-リンカー、
（ｃ）Ｎ末端ガンマ３-リンカー、
（ｄ）Ｉｇヒンジ領域、
（ｅ）Ｎ末端グリシンリンカー、
（ｆ）n＝０-１２、及びｋ＝０-５である(Ｇ)ｋＣ(Ｇ)ｎ、
（ｇ）Ｎ末端グリシン-セリンリンカー、
（ｈ）ｎ＝０-３、ｋ＝０-５、ｍ＝０-１０、ｌ＝０-２である(Ｇ)ｋＣ(Ｇ)ｍ(Ｓ)ｌ(Ｇ
ＧＧＧＳ)ｎ、
（ｉ）ＧＧＣ、
（ｋ）ＧＧＣ-ＮＨ２、ＧＧＣ-ＮＭｅ、ＧＧＣ-Ｎ(Ｍｅ)２、ＧＧＣ-ＮＨＥＴ又はＧＧＣ
-Ｎ(Ｅｔ)２、
（ｌ）Ｃ末端ガンマ１-リンカー、
（ｍ）Ｃ末端ガンマ３-リンカー、
（ｎ）Ｃ末端グリシンリンカー、
（ｏ）ｎ＝０-１２及びｋ＝０-５である(Ｇ)ｎＣ(Ｇ)ｋ、
（ｐ）Ｃ末端グリシン-セリンリンカー、及び
（ｑ）ｎ＝０-３、ｋ＝０-５、ｍ＝０-１０、l＝０-２、及びｏ＝０-８である(Ｇ)ｍ(Ｓ)

ｌ(ＧＧＧＧＳ)ｎ(Ｇ)ｏＣ(Ｇ)ｋ
から成る群から選択される請求項１８又は２８の組成物。
【請求項３２】
　前記アミノ酸リンカーが、
（ａ）ＣＧＧ、
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（ｂ）ＣＧＫＲ、
（ｃ）ＣＧＨＧＮＫＳ、
（ｄ）ＧＧＣ、
（ｅ）ＧＧＣ-ＮＨ２、
から成る群から選択される請求項１８の組成物。
【請求項３３】
　ａ）請求項１から３２の何れか一項の組成物、及び
ｂ）薬学的に許容可能な担体
を含む薬学的組成物。
【請求項３４】
　ＲＮＡ-ファージのウイルス様粒子であるコア粒子（i）と、少なくとも１つの第１の付
着部位を含んでなるオーガナイザー（ii）が、少なくとも１つの共有結合によって結合し
ている非天然分子骨格（ａ）と
　少なくとも１つの第２の付着部位を有する抗原又は抗原決定基であって、前記抗原又は
抗原決定基がアミロイドベータペプチド（Ａβ1-４２）又はその断片であり、前記第２の
付着部位が、前記抗原又は抗原決定基により天然に発生しない付着部位（i）と前記抗原
又は抗原決定基により天然に発生する付着部位（ii）から成る群より選択される少なくと
も１つの第２の付着部位を有する抗原又は抗原決定基（ｂ）を含んでなる組成物であって
、
前記第２の付着部位が、前記第１の付着部位に少なくとも１つの非ペプチド結合を介して
連結することが可能であり、
前記抗原又は抗原決定基と前記骨格が、前記連結を介して相互作用して規則正しく繰り返
された抗原アレイを形成する組成物であって、該組成物を患者に投与することを含んでな
る免疫化の方法に使用する組成物。
【請求項３５】
　ＲＮＡ-ファージのウイルス様粒子であるコア粒子（i）と、少なくとも１つの第１の付
着部位を含んでなるオーガナイザー（ii）が、少なくとも１つの共有結合によって結合し
ている非天然分子骨格（ａ）と、
　少なくとも１つの第２の付着部位を有する抗原又は抗原決定基であって、前記抗原又は
抗原決定基がアミロイドベータペプチド（Ａβ1-４２）又はその断片であり、前記第２の
付着部位が、前記抗原又は抗原決定基により天然に発生しない付着部位（i）と前記抗原
又は抗原決定基により天然に発生する付着部位（ii）から成る群より選択される少なくと
も１つの第２の付着部位を有する抗原又は抗原決定基（ｂ）
を含んでなる組成物であって、
前記第２の付着部位が、前記第１の付着部位に少なくとも１つの非ペプチド結合を介して
連結することが可能であり、
前記抗原又は抗原決定基と前記骨格が、前記連結を介して相互作用して規則正しく繰り返
された抗原アレイを形成する組成物の、患者の免疫化組成物であって該患者に投与される
ものである該組成物の製造のための使用。
【請求項３６】
　請求項１から３２の何れか一項の組成物を含んでなるワクチン組成物。
【請求項３７】
　ａ）ＲＮＡ-ファージのウイルス様粒子であるコア粒子（i）と、少なくとも１つの第１
の付着部位を含んでなるオーガナイザー（ii）が、少なくとも１つの共有結合によって結
合している非天然分子骨格を得ること、
ｂ）少なくとも１つの第２の付着部位を有する抗原又は抗原決定基であって、前記抗原又
は抗原決定基がアミロイドベータペプチド（Ａβ1-４２）又はその断片であり、前記第２
の付着部位が、前記抗原又は抗原決定基により天然に発生しない付着部位（i）と前記抗
原又は抗原決定基により天然に発生する付着部位（ii）から成る群より選択される少なく
とも１つの第２の付着部位を有する抗原又は抗原決定基を得ること、
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ｃ）前記非天然分子骨格と前記抗原又は抗原決定基を連結させること
を含んでなり、前記抗原又は抗原決定基及び前記骨格が前記連結を介して相互作用して規
則正しく繰り返された抗原アレイを形成する、非天然に発生した規則正しく繰り返された
抗原アレイの製造方法。
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